
 

第

３

話

 

平

成

1 7
年

６

月

号

 
「

三

笠

初

の

大

臣

」 

  

い

つ

も

学

校

か

ら

帰

る

と

幌

内

太

駅

（

旧

三

笠

駅

）

の

木

柵

越

し

に

、

カ

ラ

ン

カ

ラ

ン

と

煙

を

吐

い

て

走

る

義

経

号

や

弁

慶

号

を

熱

心

に

見

つ

め

る

「

よ

っ

ち

ゃ

ん

」

と

呼

ば

れ

た

少

年

が

い

た

。 

 

彼

は

、

空

知

集

治

監

の

初

代

副

典

獄

（

副

所

長

）

八

田

哉さ

い

明め

い

の

長

男

嘉よ

し

明あ

き

で

あ

っ

た

。 
 

嘉

明

は

９

歳

の

時

い

ち

き

し

り

に

来

村

、

い

ち

き

し

り

小

学

校

（

現

三

笠

小

学

校

）

に

通

う

ほ

か

、

初

代

の

小

学

校

校

長

に

数

学

や

英

語

、

漢

学

な

ど

を

学

び

、

夜

は

帰

り

の

遅

い

父

の

前

で

、

そ

の

日

学

ん

だ

復

習

を

し

た

と

い

い

ま

す

。 

 

1 1
歳

の

時

に

単

身

上

京

し

て

学

業

に

励

み

、

後

に

東

京

大

学

を

経

て

念

願

の

鉄

道

技

師

に

な

り

、

昭

和

1 3
年

に

拓

務

大

臣

、

同

1 4
年

に

は

商

工

大

臣

に

も

な

っ

た

。 

 

昭

和

1 4
年

夏

、

当

時

の

大

臣

は

鉄

道

や

炭

鉱

も

担

当

し

、

そ

の

公

務

で

旭

川

に

向

か

う

折

、

一

時

停

車

中

の

岩

見

沢

駅

の

ホ

ー

ム

か

ら

、

懐

か

し

そ

う

に

幌

内

線

の

鉄

路

を

見

て

た

た

ず

む

嘉

明

の

姿

が

あ

っ

た

。 

 

か

つ

て

の

少

年

時

代

の

幌

内

太

駅

や

、

父

が

採

掘

課

長

も

兼

ね

て

い

た

幌

内

炭

鉱

の

こ

と

な

ど

の

思

い

が

、
頭

の

中

を

駆

け

巡

っ

て

い

た

の

か

も

知

れ

な

い

。 

 

父

哉

明

も

空

知

集

治

監

を

出

て

か

ら

、

２

度

典

獄

（

所

長

）

と

し

て

空

知

に

戻

っ

て

い

る

。 

 

手

宮

の

小

樽

鉄

道

記

念

館

内

に

建

つ

「

幌

内

鉄

道

・

起

点

０

メ

ー

ト

ル

」

の

記

念

塔

は

、

嘉

明

が

大

臣

の

時

の

書

で

あ

る

。 

 

▲ 幌 内 鉄 道 を 走 っ た 義 経 号

▲ 八 田 嘉 明  


